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大
地
震
や
浸
水
が
起
き
た
と
き
は

火
災
や
事
故
な
ど
が
起
き
た
と
き
、
私

た
ち
は
１
１
９
番
や
１
１
０
番
に
電
話
し

て
、
消
火
や
救
助
な
ど
を
求
め
ま
す
。
し

か
し
、
大
地
震
や
浸
水
な
ど
の
大
規
模
な

災
害
と
も
な
れ
ば
、
電
話
が
通
じ
な
い
こ

と
や
行
政
機
関
が
被
害
を
受
け
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
電
話
が
通
じ
て
も
、

道
路
が
通
行
で
き
な
い
な
ど
、
消
防
や
警

察
、
行
政
機
関
な
ど
の
機
動
力
が
期
待
ど

お
り
発
揮
さ
れ
る
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ

ん
。

一
刻
を
争
い
ま
す

け
が
を
し
た
り
閉
じ
込
め
ら
れ
た
り
し

た
人
の
救
助
は
一
刻
を
争
い
ま
す
。
１
人

で
も
多
く
の
人
を
救
う
た
め
に
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
自
ら
救
助
活
動
や
、
初
期
消

火
活
動
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た

避
難
す
る
際
も
、
集
団
で
行
動
す
る
こ
と

で
、
け
が
人
、
子
供
、
高
齢
者
と
い
っ
た

災
害
時
要
援
護
者
の
救
出
や
救
助
が
行
い

や
す
く
な
り
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
結
成

大
規
模
な
災
害
に
対
し
て
、
最
も
素
早

く
、
そ
し
て
組
織
的
に
活
動
を
起
こ
せ
る

の
が
自
主
防
災
組
織
で
す
。
地
域
の
皆
さ

ん
が
協
力
し
て
活
動
す
る
こ
と
で
、
被
害

を
食
い
止
め
る
力
も
一
層
増
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
市
で
は
今
後
、
町
内
会
を
基
本

単
位
と
し
て
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を

促
進
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
自

主
防
災
組
織
の
結
成
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

結
成
ま
で
の
手
順

①
ま
ず
、
自
治
会

の
代
表
者
や
町
内
会
長
な
ど
を
通
じ
て
、

総
務
課
行
政
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
　
②

市
が
、
必
要
に
応
じ
て
自
治
会
や
町
内
会

な
ど
の
単
位
で
説
明
会
を
行
い
ま
す
　
③

自
治
会
や
町
内
会
な
ど
で
の
簡
単
な
計
画

を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
（
受
け
持
つ
区
域

や
、
リ
ー
ダ
ー
な
ど
を
決
め
ま
す
）

④

市
に
自
主
防
災
組
織
結
成
の
届
出
を
行
い

ま
す問

い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
（
1
(2

８
２
１
８
　
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スsoum

u@

city.soja.okayam
a.jp

）

防　災防　災

自
主
防
災
組
織
の
結
成

災
害
か
ら
、
自
ら
の
ま
ち
を
地
域
の
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

住
民
投
票
に
よ
る
議
会
の
解
散
に
伴
う
市

議
会
議
員
選
挙
後
、
初
の
議
会
と
な
る
１０
月

臨
時
市
議
会
が
、
１０
月
１４
日
f
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
臨
時
市
議
会
で
は
、
議
長
に

服
部
剛
司
氏
、
副
議
長
に
松
浦
政
利
氏
が
選

出
さ
れ
、
監
査
委
員
に
は
加
藤
保
博
氏
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
１１
日
a
に
行

わ
れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
の
選
挙
事
務
経
費

や
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴
う
介
護
保

険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
に
関
す
る

一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
報
告
な

ど
、
１１
件
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
す
べ

て
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
各
常

任
委
員
会
お
よ
び
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員

は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
文
教
委
員
会

委
員
長

渡
邊
繁
雄
、
副
委
員
長

頓

宮
美
津
子
、
委
員

根
馬
和
子
、
荒
木
勝
美
、

山
口
久
子
、
萱
原
潤

厚
生
委
員
会

委
員
長

神
c
干
、
副
委
員
長

赤
澤

康
宏
、
委
員

秋
山
律
郎
、
加
藤
保
博
、
丹

下
茂
、
服
部
剛
司

経
済
水
道
委
員
会

委
員
長

笠
原
武
士
、
副
委
員
長

持
堅
吾
、
委
員

多
田
英
章
、
澁
江
文
男
、

松
浦
政
利
、
大
熊
公
平

建
設
消
防
委
員
会

委
員
長

中
村
吉
男
、
副
委
員
長

塩

見
禎
章
、
委
員

津
神
謙
太
郎
、
村
木
理
英
、

片
岡
茂
夫
、
名
木
田
正
昭

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

荒
木
勝
美
、
副
委
員
長

丹

下
茂
、
委
員

渡
邊
繁
雄
、
神
c
干
、
笠
原

武
士
、
中
村
吉
男
、
片
岡
茂
夫
、
大
熊
公
平

議　会議　会

月
臨
時
市
議
会

議
長
に
服
部
剛
司
氏
、
副
議
長
に
松
浦
政
利
氏
を
選
出

服部剛司議長松浦政利副議長
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「
雪
舟
の
里
総
社
墨
彩
画
公
募
展
」
は
、

「
画
聖
」
と
呼
ば
れ
、
日
本
の
絵
画
史
上
に

輝
か
し
い
足
跡
を
残
し
た
郷
土
の
偉
人

「
雪
舟
」
の
偉
業
と
足
跡
を
改
め
て
顕
彰
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
８
年
か
ら
隔
年

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
５
回
目
を
迎
え
た
本
展
に
は
、
全

国
各
地
と
海
外
か
ら
３
４
２
点
（
２
８
９

人
）
の
応
募
が
あ
り
、
全
国
規
模
の
公
募

展
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
純
粋
な

心
象
が
深
い
作
品

や
、
鋭
く
輝
い
て

い
る
作
品
が
多
く

出
品
さ
れ
、
審
査

員
か
ら
「
日
本
画

の
原
点
で
も
あ
る

墨
彩
画
の
公
募
展

は
日
本
画
壇
に
も

影
響
を
与
え
る
だ

ろ
う
」
と
の
講
評

を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

墨
の
濃
淡
で
感

じ
た
世
界
を
表
現

し
た
水
墨
画
か
ら

さ
ら
に
一
歩
踏
み

込
ん
だ
姿
勢
で
、

新
し
い
美
の
世
界

を
模
索
し
た
墨
彩

画
作
品
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

作
品
内
容

墨
彩
画
で
未
発
表
の
作
品

（
平
面
作
品
）。
テ
ー
マ
は
自
由

応
募
資
格

応
募
時
に
１８
歳
以
上
の

人
。
経
験
、
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん

作
品
規
格

①
作
品
本
体
が
Ｆ
１
０
０

号
以
内
の
も
の
　
②
仮
縁
（
ア
ル
ミ
、
ス

チ
ー
ル
、
木
）
か
仮
表
装
。
ガ
ラ
ス
、
ア

ク
リ
ル
は
付
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
軸
装

可
。
仮
縁
は
幅
７
㎝
以
内
と
し
ま
す
が
、

制
作
意
図
を
妨
げ
る
場
合
は
縁
な
し
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん

出
品
料
・
点
数

１
点
の
場
合
５
０
０

０
円
、
２
点
の
場
合
８
０
０
０
円
。
１
人

２
点
以
内

応
募
方
法

所
定
の
出
品
票
を
平
成
１８

年
５
月
３１
日
d
（
必
着
）
ま
で
に
事
務
局

あ
て
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い

作
品
の
搬
入
日
時
・
搬
入
場
所

業
者

に
よ
る
輸
送
で
委
託
搬
入
の
場
合
は
、
平

成
１８
年
６
月
１５
日
e
と
１６
日
f
。
直
接
搬

入
さ
れ
る
人
は
、
平
成
１８
年
６
月
１７
日
g

と
１８
日
a
。
い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
に
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
市

民
会
館
）
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
搬
入
に
係
る
費
用
は
す
べ
て
出
品
者

の
負
担
と
し
ま
す

審
査
員

﹇
審
査
員
長
﹈

平
山
郁
夫

（
日
本
美
術
院
理
事
長
）﹇
審
査
員
﹈
上
村

淳
之
（
日
本
芸
術
院
会
員
）
神
野
力
（
元

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
教
授
）
竹

内
浩
一
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
教
授
）
福

井
爽
人
（
東
京
芸
術
大
学
名
誉
教
授
）
牧

進
（
日
本
画
家
）
守
安
收
（
岡
山
県
立
美

術
館
学
芸
課
長
）

賞

雪
舟
大
賞
（
１
点
）
３
０
０
万
円
、

審
査
員
長
賞
﹇
平
山
郁
夫
賞
﹈（
１
点
）
２

０
０
万
円
、
特
選
（
３
点
）
１
０
０
万
円
、

奨
励
賞
（
５
点
）
２０
万
円
、
入
選
（
４５
点
）

記
念
品

※
雪
舟
大
賞
、
審
査
員
長
賞
、
特
選
は
買

い
上
げ
と
な
り
ま
す
。
版
権
は
主
催
者
に

帰
属
し
ま
す

入
賞
作
品
の
展
示
予
定

﹇
総
社
会
場
﹈

国
民
宿
舎
サ
ン
ロ
ー
ド
吉
備
路
（
平
成
１８

年
９
月
）

﹇
岡
山
会
場
﹈
天
満
屋
岡
山

店
６
階
葦
川
会
館
（
平
成
１８
年
１０
月
）

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

市
文
化
振
興

財
団
（
1
(2
３
４
９
１
、
〒
７
１
９
│

１

１
３
１
　
中
央
三
丁
目
１
番
１
０
２
号

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド

レ
スbunka@

m
x2.kct.ne.jp

）

募　集募　集

墨
彩
画
公
募
展
の
応
募
作
品

墨
彩
画
と
い
う
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
の
絵
画
で
、
最
高
水
準
を
競
う
全
国
公
募
展

今
回
で
６
回
目
を
迎
え
る
「
雪
舟
の
里
総
社
墨
彩
画
公
募
展
２
０
０
６
」
の
応
募
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

第５回雪舟の里彩画公募展　雪舟大賞「暮れゆく」

市
職
員
の
異
動

◎
部
長
級

▼
生
活
環
境
部
長

河
原
正
紀
　

（
１０
月
１
日
付
け
）


